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Town Topicsまちの話題
町をきれいに 鹿の角で製作したストラップ
道路工業（株）によるボランティア清掃 豊浦中学校へ寄贈

　5月12日、道路工業（株）の皆さんによるボラン
ティア清掃が実施されました。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止で外出が
難しい中ではありますが、「豊浦町に来られる方
を気持ちよく迎えたい」と海浜公園やしおさい前
の通り周辺を職員の方々に清掃していただき、
すっかりときれいになりました。
　ボランティア清掃、ありがとうございました。

　4月26日、竹内重夫さん（新山梨）が豊浦中学
校に、鹿の角で製作したペンダント100個と花飾
りを寄贈しました。鹿の角は、一つ一つ丁寧にペ
ンダントのサイズに形どられ、装飾がされてい
ます。
　竹内さんは「生徒の皆さんや先生方のお守りに
なれば」と思い約2か月間かけて製作されました。
　鹿の角は、古来から魔除けやお守りとして使
われています。

▲毛利校長先生へペンダントを渡す竹内さん（右）

▲環境美化にご協力いただきありがとうございます。

文 / 北浦　洋平　隊員

協力隊の活動はフェイスブックで発信中です！

https：//www.facebook.com/
toyoura.chiikiokoshi/

Facebook

地域おこし協力隊の活動日記

▲ハウス内でイチゴの管理作業を行う北浦さん

　「農家は自分で何でもやらなければならない」
と親方がよくおっしゃいます。言葉どおり、農作
業が本当に多岐にわたることに驚かされ続けて
おります。
　昨年度から取り組んでいる農業研修も2年目
を迎え、親方農場でのイチゴ収穫、研修拠点施設

「いちご分校」でのビニールハウス整備、畑づくり
など、作業が本格化してまいりました。
　研修1年目は、豊浦町に移住してきてから初め
て経験することばかりで、とにかく新しい生活に
体を慣らすことに必死でしたが、今年度は1年目
に学んだことを反復してよく理解し、自分の農作
業に応用実践していけるような研修にしたいと
考えております。
　今後は、いよいよ協力隊卒業後の就農に向けた
準備も進めていきます。協力隊の活動をとおして
得たご縁を大切に、しっかりと生活基盤を作って
いきたく思っておりますので、皆さま今後ともよ
ろしくお願いいたします。


